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1) T. Pa四ons，Structurer and Process in Modern品c酎 ies，1960， p. 65 なおJ.D. 
Thompson， Orgamzati明日間 Action，1967. pp. lQ-l1を幸照
2) H. A. Simon， The Shate. of Automation for 1¥町 tand Managenwnt， -1965， pp後l-99
3) アンソフは瞬時 (strategy)という語を. ，企業とその企業をとりま〈環境と白関係に関する
もの」という意味で使っている。従って「重要な」という遇官。意味をあらわす使い方とは異な
っているロ(1)p. 18 








ない意思決定様式 (m哨 lity.ofdecision-making)がある。 McWhinneyほこれ
を特有の (appropr国 e)怠思決定様式と呼んでいる。 (10)従って，環境の不確
実性とそこでの意思決定者の役割によって，その環境状況にふさわしい特有白













































意思決定様式・情報処理ジステムと札犠構造 (499) 55 
として働かな〈なる。従つでここでの重要な問題は，環境のどの側面に関心を
もつべきか，組織の業績を測る尺度としてどのような変数を導入すべきか.，1:. 








lFM l組一ゆるレ | 
Ran.domizecl ベノレで使用きれる 確 実 性 5) 
1 技術的合理性
2. Placid- 技術的νベル リ スク 2 エンリニアリング
Clustered 〔業務的意思決定〕 3 オベレーションズ・リサーチ
4 短期
l 調倖




4. Turbulent 制度的レベル 領域選択 2.哲学的
(戦略的意思決定〕 3 機会監視
4 長期































6) ロジスティックプロセスとは， 通常軍隊における兵拍過曜のことで， こζでは企業における
「物的処理」つまり「生産の過程」をされ企業が環境から得た資源(人間，材料，資金，情報〉
を製品目用役に変換，転化して環境に送り返すζとに関部するプロ七スのことであるロ (2J 88 
ベージー
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思決定に逐次的に〔業務的→管理的→戦略的〉注意が払われる。 これは「直列的








































前者における意思決定様式はルーティ γ，後者はェ Yジニアド (Engineered)と
7) H. L Ansoff，“Toward a St国民国cTheory of the Firm， 田 H.1. A田 of (eti.)， B，ωιー
ness Strategy. 1969， pp. 11-40 
B) R. B. Duncan， . Charac士eristicsof Organizational Env江田m四 ts-andP町田v~d Environ 
mental U皿 ertainty，"Admimstrative Science Qt叫出rly，voL 17， 1972， pp.313-327およ
び F.E. Emery and E. L. Trist [4]を書府川
9) 課業単位(旭skunit)とは， 組織の mputをoutputに変換することに責任をもっ組織の十
ブ単位である。また管理γステム (admini-strativesystem)とは，評業単位。上の楓限階層で，
課業単位を調整する役目をもっ。 [1司 p.11. 
10) C. Perrow，‘ AF回lmeworkfor出e'Comparative Analysis of Org，叩l田tiUIl~，" in J. G_ 
Maurer (ed.)， Read.叫 g'帥 0，苫"n眠 at回 nTheory.. Open-Syst四 tAゑ宵vaches，1971， pp. 
106-124 を参照。
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にこのりーダ によっ亡行われ，課業グループにフ 4ードパ γ クされる。管理
シエテム内で，目標や資源利用，アウトプv トについての業績が評価される。
しかし， 目標達成のための資源の加工については，プロジ=グトリーターが権
















































































Simu!e ~ ('!!慮すべき環境諸要因内 Complex P'O--¥種類や数の大小 'V""~.l' 






5. フォ マノレ，集権的 5柔軟，集権的




{昌く，自由裁量高い。 く， 自由裁量高， '0 
4不確実性(管理的意思決定〉 4領域選択(戦略的意思決定〕
5分権的 5複数集権的
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である。すなわち，一つの大きなプラ γ ニYグ努力の頻度を，コ Yピュ「ター
や新しい情報テクノロジーの使用によって多くすることは，多くの小さなプラ















66 (510) 第 113巻第6号
的な二つの部門の悶のコミュニケ-"，/'三 Yを促進し，上申される一連のコミ品
























が必要になる。 genernlmanager自身は， 全ての決定に参加し，これを千 z
yクする乙とはできないので，これを代理する役割が作られる。統合者は実際




























代の初めまで， ミサイノレギャ v プの危機と宇宙船競争への遅れから，技術的な
specialtyの方が権限をもっており， 職能構造に近い状態であ，った。 主ころ古、

















cト帆開閉!日制 ート二重のも糊ド l ー←製品酔軒，--{
平日告ンステム シスアム 再i百ン〈アム「
(J. R. Galbraith， (9J p. 14.) 
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